
●商工会議所の貸会議室をどのように使われていますか？
　「九州賢人会議所」は、高齢者の社会参画や社会貢献などを目的に、メンバー
同士の学びの場づくりや交流の場づくりを行っています。メンバーの勉強会や交
流会はもちろん、会の運営方針を決める理事会や総会など、様々な会合を商工
会議所の会議室で開催しています。

●商工会議所の貸会議室を利用されて、いかがですか？
　魅力的なメリットが３つあります。
　まず1つ目は、「価格」。商工会議所の会員割引料金があるため、特に中・大規模
な会議室（20名以上収容）は、福岡都心部にある他の会議室よりも安価です。
　2つ目は、「立地」。JR博多駅や地下鉄の祇園駅から徒歩圏内で、会議の参加

者にとってもアクセスがしやすい場所にあることです。
　そして3つ目は、「会議のレイアウトなど相談に乗ってもらえる」こと。ホームページで、予約方法や会
場仕様の基本形を確認できますが、分からないことは、多くの会議の設営に慣れている商工会議所の職
員さんが相談にのってくれます。大切な会議を前に悩むこともありますが、様々なサポートをいただき、
安心して開催できます。

●オンラインでの参加者と対面式の参加者が両方集う「ハイブリット型の会議」を開催されていますが、
いかがですか？

　コロナ禍で対面式での会議が難しくなり、一度はオンライン出席を取り入れた会議も試みました。しか
し、場の雰囲気が伝わりにくく、参加者同士の交流を行うことができませんでした。人と人との交流は
「場」の空気が大切です。そこで、最近は状況が許す限り直接来訪いただく「対面式」で開催しています。
　一方で、出席できない方向けのWEB配信や福岡への来訪が難しい講師の講演ライブ配信などは、オ
ンラインと対面式の良いところを活かして開催しています。

今回は 貸会議室 の活用事例をご紹介します

ご利用いただいた企業様の声
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貸会議室に関するお問い合わせ／ビル管理グループ　TEL 092-441-1116

当所ホームページでは、会議室の空き状況を確認できるほか、各会議室をオンライ
ンで見学できる「室内360°ビュー」を公開しています。皆様の会議をより円滑に開催
できるよう、お手伝いします。
お問い合わせやお申し込みは、当所ホームページや電話で承っています。ぜひ、ご

活用ください。詳細は、ホームページをご覧ください。

会議所の上手な活用法

当所では、8名～最大300名まで収容可能な会
議室を全19室提供しており、年間2500件を超え
る会議や講習会の開催を承っています。また、当所
の会員企業の皆様には、基本室料の45%割引や優
先的な予約受付（１年前の同月月初から）などを行っ
ています。
全室にインターネット有線接続（IPv6回線）の設

備を設けており、オンライン会議にも適しています。さらに、コロナ対策の一つ
として空調機器を通じて外気を取り入れた換気を全室で行っているため、会議・
試験・研修会・展示会・交流会など、安心してご活用ください！

301会議室

詳細はこちら

カケハシデザイン「HAIKARA」
福岡市中央区薬院1-6-7-1201
TEL：090-7920-0251

オンライン
ショップは
こちら

アトリエに入ると、デザイナーの呉さ
んの作品がズラリ！たくさんの作品の
中から、まず発見したのは、博多祇園山
笠の舁き手をモチーフにした「お祭付
箋」です　“背中で語る”というキャッチ
コピーの通り、キリッとした表情を浮か
べる舁き手の法被姿は、今年3年ぶり
に開催された熱気を再び感じさせてく
れます　博多祇園山笠振興会の公認
商品でもあるこの付箋は、「コロナ禍で
開催が難しい状況でも山笠を身近に感
じ続けてほしい」という呉さんの想いか
ら発案されたものなんだそう！その他
にも、「コミュニケーションの機会が
減ったコロナ禍での話題づくりをして、
お土産業界を盛り上げたい」とデザイ
ンされたのが、「３D－NIWAKA」Tシャ
ツ　 3Dメガネ付きで販売されているこ
ともあり、若い世代も伝統芸能の「博多
仁和加　」を楽しみながら身近に感じ
られるアイデアでした

そして、次に発見したのは、博多織
（献上博多織）がワンポイントのトート
バックです　実は、博多織は、「親が子
を守る」という親子縞や「子が親を慕
う」という孝行縞など、柄の一つひとつ
に意味が込められている縁起物なんで
す！敷居高く感じてしまう伝統工芸品
も、ワンポイントのおしゃれとして身に
つけることで、歴史を知るきっかけにな
りそうです

「HAIKARA（ハイカラ）」は、カケハシデザインのオリジナルブランドとして、2019年に立ち上げました。世界
に誇れる地元の伝統文化でも、意外と詳しく知らないことが多いという実体験をもとに、誰もが気軽に手に取
り、深く知るきっかけをつくりたいという想いで商品デザインをしています。最近は、SDGs達成に向けた取り組
みとして、久留米絣のハギレを活用したくり返し使える蜜蝋ラップをつくるワークショップも計画しています。
今後は、県内外問わず多くの方に立ち寄っていただき、深いコミュニケーションがとれるように、このブランド
のリアル店舗を構えたいと考えており、商工会議所には販路拡大や商品展開の方法などを相談しています。
福岡に住んでいる方々も、コミュニケーションツールとして、ぜひ気軽にお手に取ってみてください。

会議所NEWSの編集担当が
街で見つけた“よかもん”をご紹介

今月の
気になる

よかもん

博多の文化や伝統工芸を楽しく身につけ
られるグッズを制作するデザイナーさんが
いると聞いて伺ったのは、中央区薬院の「カ
ケハシデザイン」さん

　博多祇園山笠の「お祭付箋」は
福岡市役所1階、Tシャツ各種は
ベイサイドプレイス博多などのお
土産店で購入可能です！さらに、
オンラインショップでは、今回ご
紹介できなかった商品も販売さ
れています
　県外の方へのお土産だけでな
く、家族やご友人とのお揃いアイ
テムとしてご活用してみてはいか
がでしょうか？

山笠の舁き手が“背中で語る”付箋？！

カケハシデザイン

ブランディングデザイナー　呉 基弘さん
オンラインショップ
https://haikara092.theshop.jp
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